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町税等の自主財源が約９億5,000万円で20.8％。
地方交付税等の依存財源が約36億3,000万円で79.2％となっています。
町の借入金となる町債は３億円で6.6％です。

依存財源
3,629,126
79.2％

地方譲与税
39,201
0.9％

町税
500,446
10.9％

自主財源
950,874
20.8％

地方交付税  2,733,000
59.7％

地方消費税交付金
69,245　1.5％
自動車取得税交付金
10,057　0.2％

地方特例交付金
5,500
0.1％

交通安全対策特別交付金
1,000　0.0％

分担金及び負担金
30,019　0.7％

使用料及び手数料
88,443　1.9％

国庫支出金
252,285
5.5％

県支出金
209,803
4.6％

財産収入
29,776
0.7％

寄附金  1
0.0％

繰越金  100,000
2.2％ 諸収入

73,550
1.6％

歳入総額
4,580,000

町債
303,400
6.6％

繰入金
128,639
2.8％

利子割交付金
2,700　0.05％
配当割交付金
2,420　0.05％
株式等譲渡所得割交付金
515　0.0％

（単位：千円）

歳　入

避難階段施設整備（井ノ上）
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歳出（目的別）

特 別 会 計 当 初 予 算 額 前年度当初予算
国民健康保険事業 13億 3,454 万円 13億 3,972 万円
住宅改良資金貸付 89万円 146万円
育英奨学金貸付事業 2,352 万円 1,860 万円
赤 河 内 財 産 区 959万円 953万円
簡 易 水 道 事 業 6,981 万円 7,966 万円
漁業集落排水事業 1,860 万円 2,590 万円
公 共 下 水 道 事 業 1億 6,517 万円 1億 3,516 万円
介 護 保 険 事 業 12億 2,983 万円 12億 3,131 万円
阿 部 診 療 所 4,504 万円 3,298 万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億 3,590 万円 1億 1,591 万円
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諸支出金
5,007
0.1％

商工費
83,543　1.8％

予備費
14,183
0.3％

議会費
73,515
1.6％

農林水産業費
142,484　3.1％

民生費
1,302,637
28.4％

歳出総額
4,580,000

総務費
620,941
13.6％

衛生費
354,971
7.8％

土木費
271,622
5.9％

消防費
488,014
10.7％

教育費
546,644
11.9％

公債費
662,630
14.5％

災害復旧費
13,809
0.3％

　人件費は毎年減少していますが、歳出で
増加している主なものは、防災拠点施設整
備事業、防災行政無線事業、橋梁長寿命化
修繕事業などがあります。

（単位：千円）
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【報　　告】１件
◆報告第１号　株式会社道の駅日和佐の事業報告について

（地方自治法第 243 条の３の規定に基づく経営状況の報告）

【計画議案】１件
◆議案第１号　美波町国土利用計画の策定について

（国土利用計画法に基づき、町土利用の配分とその利用方向を定める長期計画を策定したので、国土

利用計画法第８条第３項の規定により、議会の議決を求めるもの）

【指定管理者の指定議案】６件
◆議案第２号　美波町立公民館の指定管理者の指定について

（美波町立公民館 28 施設を各地域町内会に指定管理（継続）するため、地方自治法 244 条の２第６

項の規定により議決を求めるもの）

　日和佐地区に 20 町内会、由岐地区に 10 町内会の計 30 町内会あるうちの、地区公民館施設がない

弁財天町内会、寺込町内会を除く 28 箇所の地区公民館が対象。指定の期間は平成 24 年４月１日か

ら平成 27 年３月 31 日までの３年間。

◆議案第３号　美波町児童館、女性会館の指定管理者の指定について
（美波町児童館、女性会館を㈳美波町社会福祉協議会に指定管理（新規）するため、地方自治法 244

条の２第６項の規定により議決を求めるもの）

　子どもセンターの廃止に伴い、その管理運営について指定管理するもの。指定の期間は平成 24 年

４月１日から平成 27 年３月 31 日までの３年間。

◆議案第４号　美波町デイサービスセンターの指定管理者の指定について
（美波町デイサービスセンター「竜宮」及び「浦島」を㈳美波町社会福祉協議会、㈳東紅会にそれぞ

れ指定管理（継続）するため、地方自治法 244 条の２第６項の規定により議決を求めるもの）

◆議案第５号　美波町由岐生活支援ハウス「長寿村」の指定管理者の指定について
（美波町由岐生活支援ハウス「長寿村」を㈳由岐福祉会に指定管理（継続）するため、地方自治法

244 条の２第６項の規定により議決を求めるもの）

◆議案第６号　美波町地域防災拠点施設の指定管理者の指定について
 （美波町地域防災拠点施設を地元東由岐町内会に指定管理（継続）するため、地方自治法 244 条の２

第６項の規定により議決を求めるもの）

◆議案第７号　美波町移住交流支援施設の指定管理者の指定について
（美波町移住交流支援施設「志和岐地区移住交流支援施設」及び「阿部地区移住交流支援施設」を地

元志和岐町内会、阿部の未来をつくる会にそれぞれ指定管理（継続）するため、地方自治法 244 条の

２第６項の規定により議決を求めるもの）

平成24年美波町議会 第１回定例会議案内容
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【専決議案】１件
◆議案第８号　専決処分報告について

専決第 18 号　美波町税条例の一部を改正する条例の制定について（条例第 21 号）

（地方税法の一部を改正する法律等が平成 23 年 12 月 14 日に原則施行されたことに伴う条例改正の

専決処分報告）

【条例議案】８件
◆議案第９号　美波町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て（条例第１号）
（診療所に勤める医師の定年を、病院の医師と同じ 65 歳とする条例改正）

◆議案第 10 号　美波町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例の制定について（条例第２号）

（町長、副町長の給料を平成 24 年４月１日から平成 25 年３月 31 日までの間、引き下げるための条例の

一部改正）

◆議案第 11 号　美波町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について（条例第３号）

（教育長の給料を平成 24 年４月１日から平成 25 年３月 31 日までの間、引き下げるための条例の一

部改正）

◆議案第 12 号　美波町税条例の一部を改正する条例の制定について（条例第４号）
（経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための地方税法及び地方法人特別税等に関する

暫定措置法の一部を改正する法律等が平成 23 年 12 月２日に公布されたことに伴う条例改正）

◇個人住民税の退職所得に係る 10％税額控除が廃止。

　平成 25 年１月１日以後に支払われる退職手当等から適用。

◇町たばこ税に県たばこ税の一部が平成 25 年４月１日から移譲。

　１ 級 品　　4,618円→5,262円（1,000本当たり644円増)

　旧３級品　　2,190円→2,495円（1,000本当たり305円増)

◇個人住民税の均等割の税率を平成 26 年度から平成 35 年度までの 10 年間引き上げ

　引き上げ額：町県民税で年額 1,000 円

　町民税 3,000 円→ 3,500 円（500 円増）

　県民税 1,000 円→ 1,500 円（500 円増）

◆議案第 13 号　美波町子どもセンターの設置及び管理に関する条例の廃止について
（条例第５号）
（組織体制の見直しによる美波町子どもセンターを廃止するための条例改正）
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◆議案第 14 号　美波町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について（条例第６号）

（地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律によ

る社会教育法の改正に伴う条例改正）

◆議案第 15 号　美波町日和佐図書・資料館の設置に関する条例の一部を改正する条例
の制定について（条例第７号）

（地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律によ

る図書館法の改正に伴う条例改正）

◆議案第 16 号　美波町営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について（条例第８号）

（地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律によ

る公営住宅法の改正に伴う条例改正）

【補正予算議案】６件
◆議案第 17 号　平成 23 年度　美波町一般会計補正予算（第５号）

（歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ 161,326 千円を追加し、歳入歳出の総額を 5,292,754 千円とし

た補正予算）

　主なものは、旧老人ホームのサテライトオフィス誘致に係る施設の改修費 2,000 千円、介護保険シ

ステム改修事業に伴う繰出金 2,772 千円、特別交付税分の病院会計運営費負担金で 65,600 千円、有

害鳥獣駆除奨励金で 2,000 千円、災害危険度判定業務委託料で 6,000 千円、避難路整備工事で 7,951

千円、財政調整基金積立金で 67,999 千円、減債基金積立金で 1,999 千円を追加。

◆議案第 18 号　平成 23 年度　美波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
（歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ 1,349 千円を減額し、歳入歳出の総額を 1,423,655 千円とした

補正予算）

◆議案第 19 号　平成 23 年度　美波町簡易水道事業特別会計予算（第３号）
（補正額はなく、歳出予算項目を組み替えた補正予算）

◆議案第 20 号　平成 23 年度　美波町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
（歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ 5,543 千円を追加し、歳入歳出の総額を 1,265,092 千円とした

補正予算）

◆議案第 21 号　平成 23 年度　美波町水道事業会計補正予算（第３号）
（収益的支出に 152 千円を追加し、収益的支出の合計を 84,233 千円とした補正予算）

◆議案第 22 号  平成 23 年度　美波町病院事業会計補正予算（第３号）
（収益的収入は収入項目を組み替えし、収益的支出から 32,387 千円を減額し、収益的支出の合計を

966,255 千円とした補正予算）
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【当初予算議案】13 件
◆議案第 23 号　平成 24 年度　美波町一般会計予算

（歳入歳出の総額をそれぞれ 4,580,000 千円とした予算）

　対前年度比 1.7％、81,000 千円の減

◆議案第 24 号　平成 24 年度　美波町国民健康保険事業特別会計予算
　対前年度比 0.4％、5,187 千円の減

◆議案第 25 号　平成 24 年度　美波町住宅改良資金貸付特別会計予算
　対前年度比 0.4％、574 千円の減

◆議案第 26 号　平成 24 年度　美波町育英奨学金貸付事業特別会計予算
　対前年度比 26.5％、4,920 千円の増

◆議案第 27 号　平成 24 年度　美波町赤河内財産区特別会計予算
　対前年度比 0.6％、55 千円の増

◆議案第 28 号　平成 24 年度　美波町簡易水道事業特別会計予算
　対前年度比 12.4％、9,864 千円の減

◆議案第 29 号　平成 24 年度　美波町漁業集落排水事業特別会計予算
　対前年度比 28.2%、7,306 千円の減

◆議案第 30 号　平成 24 年度　美波町公共下水道事業特別会計予算
　対前年度比 22.2%、30,002 千円の増

◆議案第 31 号　平成 24 年度　美波町介護保険事業特別会計予算
　対前年度比 0.1%、1,480 千円の減

◆議案第 32 号　平成 24 年度　美波町国民健康保険阿部診療所特別会計予算
　対前年度比 36.5%、12,052 千円の増

◆議案第 33 号　平成 24 年度　美波町後期高齢者医療特別会計予算
　対前年度比 17.2%、19,986 千円の増

◆議案第 34 号　平成 24 年度　美波町水道事業会計予算
（収益的収入を 76,641 千円、収益的支出を 76,514 千円。対前年度比 8.6%、7,222 千円の減。

資本的収入を 52,670 千円、資本的支出を 63,094 千円。対前年度比 46.5%、20,029 千円の増）

◆議案第 35 号　平成 24 年度　美波町病院事業会計予算
（収益的収入を 1,016,401 千円、収益的支出を 1,004,629 千円。対前年度比 7.4%、5,987 千円の増。

資本的収入を 1,207 千円、資本的支出を 1,814 千円。対前年度比 9.2%、183 千円の減）
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◆議案第 17 号　平成 23 年度美波町一般会計補正予算
質 問 　都市計画総務費の災害危険判定業務の内容詳細は。

答 弁 　昨年 12 月議会で日和佐地区については補正を行い、今回は由岐地区分を追加するもの。現

地調査を行い、建築物の倒壊危険度、道路の閉塞危険度等、各項目ごとに危険度判定し、判

定結果の公表により、住民自らの危機意識を高め、住民主体の防災まちづくり活動にいかし

ていく。

繰り越し予算とし、平成 25 年３月までに実施する。

質 問 　教育費の阿部校の光熱水費、追加の理由は。

答 弁 　休校に伴い休止する方針だったが、地元と協議し、管理等もお願いすることから、水道と電

気は止めないことにした。

質 問 　消防費の総合的な安全・防災基盤整備事業の避難路の工事場所はどこか。

答 弁 　新宝木橋西の左側の山が少し開けたところと、美波町役場裏の駐車場裏の２ヶ所に、避難階

段的な避難路を設置予定としている。

◆議案第 37 号　美波町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
質 問 　町としては、どのような取り組みをしてきたのか、今後どのように取り組むのか。周知等は

どのようにしているのか。

答 弁 　平成 22 年度から専門職をおいて、認定調査の直営化とケアプランチェックをし、適正化に

取り組んでいる。今回の改定では、国の介護報酬改定によるアップと第 1 号被保険者の負担

が１％増となることも影響している。今後とも、適正化に努めたい。

現状等の周知については、広報等を通じて繰り返しお知らせや適正化の啓発をしていく。

【人事案件】１件
◆議案第 36 号　美波町固定資産評価審査委員会委員の選任について

（固定資産評価審査委員会委員の任期が、平成 24 年 5 月 28 日で満了するため、地方税法 423 条第３

項の規定により、議会の同意を得て固定資産評価審査委員会委員を再任するもの）

　氏　名：紋　田　正　富　　　住　所：美波町恵比須浜字田井　　　

　氏　名：古　字　道　直　　　住　所：美波町奥河内字寺前　　　　

　氏　名：山　本　ちさと　　　住　所：美波町田井　　　　　　　　

　任期は、平成 24 年５月 29日〜平成 27 年５月 28 日までの３年間。

【条例議案】１件
◆議案第 37 号　美波町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について（条例第９号）

（介護保険料率の改定に伴う条例改正）　基準額 5,400 円→ 5,800 円（３年ごと見直し）

【発　　議】１件
◆発議第１号「美波町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」
（議員報酬を平成 24 年４月１日から平成 25 年３月 31 日までの間、引き下げるための条例の一部改正）

本会議の主な審議内容
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総務産業建設常任委員会の主な審議内容
（平成24年３月13日開催）

○報告第１号　株式会社道の駅日和佐の事業報告
質　　　問 答　　　弁

①手数料収入にかかる総売上げ額の増減は。
②純利益の減少した要因は。

③手数料を町内外で差をつけるべきと思う
がどうか。

①前年比84.3％で２億3,582万円。
②高速料金千円の廃止・東日本大震災の心理
的影響・「道の駅」の年会費廃止で70万円の
減・産直館の自動ドアの設置費用90万円等
により利益が減ったと考える。
③現在は郡内外で差をつけている。運営の問題
なので取締役会に諮りたい。

○議案第 23 号　平成 24 年度美波町一般会計予算（総務産業建設常任委員会関係）
質　　　問 答　　　弁

①電子計算機の点検委託料・情報ネ
ットワーク保守管理業務などは、
町職員で出来ないのか。

②地域おこし協力隊の計画内容は。

③徳島滞納整理機構に移管する予定
金額は。

④定住自立観光圏事業委託料の内容
は

①電算機器保守点検については、ハード面とソフト面
があり、システムについても国保や介護関係等多岐
にわたっているので今の職員では対応できない。
②平成24年度は２名募集をし、現在木岐に配属して
いる１名と合わせて３名を予算化している。
③平成24年度は６名分を移管し、議会終了後選定作
業に入るので徴収移管額については算定できない。
④阿南市・那賀町・美波町の３町で広域に観光ＰＲ 
するためチラシ等を作成し、観光客の誘致を5年間
行う事業で委託先は美波町観光協会。

○議案第１号　美波町国土利用計画の策定について
質　　　問 答　　　弁

①実現に向けての取り組みは。

②調査結果の公表は。

①緊急性の高い防災対策として、高台の整備や
避難路の整備が急がれると考えている。
②災害危険度判定調査等があり来年3月に住民
説明会等で公表することになっている。

○議案第６号　美波町地域防災拠点施設の指定管理者の指定について
○議案第７号　美波町移住交流支援施設の指定管理者の指定について

（質問）年間利用実績は。

第６号関係
「漁火の家」（東由岐地区）

第７号関係
「潮騒の館」（志和岐地区）

第７号関係
「海女の家」（阿部地区）

利用日数：17日間
利用人数：延73名

利用日数：17日間
利用人数：延36名

利用日数：34日間
利用人数：延179名
（内地域青年部の集会所として 7日
間：延 62名利用）
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文教厚生常任委員会の主な審議内容（平成24年３月14日開催）

○議案第３号　美波町児童館、女性会館の指定管理者の指定
質　　　問 答　　　弁

①社会福祉協議会が指定管理
者となることで、運営費は
どのようになるのか。

②防災面から、今後改築とか
移転も検討しているのか。

③児童館の開館時間、女性会
館の利用状況は。

①子どもセンターの廃止による組織の見直しを行い、指定管
理とした。昨年より約13％の経費削減。事業計画等の提
出も含め、今までの運営を引き継いでもらう。
②日和佐幼稚園、日和佐保育園の移転を検討中であり、それ
らも含め今後検討していく。
③開館時間は午前10時から午後６時。早く開けてほしいと
いう要望もあったが、今後検討していく。女性会館は保健
師が子育て支援事業で子育て相談の場所に使用している。

○議案第 23 号　平成 24 年度美波町一般会計予算（文教厚生常任委員会関係）
質　　　問 答　　　弁

①海部老人ホーム（牟岐）、海部郡特別
養護老人ホーム（海陽町）の負担金は
高額だが入所者数と今後の運営につい
ての検討は。

②保育園費で、正規職員と臨時職員のバ
ランスはどうか。保育所広域入所委託
料の内容は。

③飲雑用水給水施設整備費助成金をもっと
制度緩和し、使いやすくしてはどうか。

①海部老人ホームは３名、負担金は入所者割りが
10％、人口割りが90％。今後、入所者割りを
増やしてもらうよう牟岐、海陽の両町長に提案
し検討することになっている。民間委託等は地
元町の意向が優先される。
②今年４月から３名を正規採用する。今後保育園児数
も勘案しながら、職員配置についても考えていく。
定住自立圏構想のなかで、阿南市との広域入所が可
能となり、積算は保育単価表で出している。今のと
ころは具体的に上がっておらず予算取りである。
③地元の事情等も聞き、検討していきたい。

○議案第４号　美波町デイサービスセンターの指定管理者の指定
質　　　問 答　　　弁

赤松にある浦島について、指
定管理者の選考基準は。

今回は公募をせず、各事業所への意向調査と、施設利用者と
の信頼関係の維持や、事業所側も利用者が安心してサービス
を受けられる環境づくりに取り組んでいること等から、指定
管理公募者選定委員会において継続と決定した。

○議案第 31 号　平成 24 年度美波町介護保険事業特別会計予算
質　　問 答　　　弁

介護保険の財源
内容と今後の取
り組みは。

４月から介護保険報酬、被保険者の負担割合とも変更になっている。65
歳以上の保険料負担分は21％、40歳以上65歳未満が29％、国負担25％、
県負担12.5％、町負担12.5％で町負担は一般財源である。今後もケアプ
ランのチェックや認定調査等も含め、給付費の適正化に努めていく。

○議案第 13 号　美波町子どもセンターの設置及び管理に関する条例の廃止
質　　　問 答　　　弁

①政府の方針によって総合こ
ども園に移行するようだが、
どのような内容なのか。

②移設についてはどうか。

①以前、認定こども園に向けて子どもセンターを設置したが、国の
方針によって、今後総合こども園への移行も含めながら、一旦も
との日和佐保育園、赤松保育園、日和佐幼稚園として運営していく。

②津波対策として、移転先に日和佐高校跡地も検討していたが、
今は棚上げ状態としている。
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一
般
質
問

寺下議員

1
住
民
と
協
働
の

　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
地
域
の
人
た
ち

や
状
況
に
あ
っ
た
施
策
に

取
り
組
み
た
い
。

答　　弁質　
問

①
過
疎
高
齢
化
の
進
む
な
か
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

実
施
等
、
現
況
の
取
り
組
み

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
危
機
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
、
住
民
と
行
政
が
協
働

で
考
え
行
動
す
る
た
め
の
事

前
復
興
計
画
等
に
は
取
り
組

む
の
か
。

③
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
の

重
要
施
策
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
平
成
22
年
に
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
を
策
定
し
、
産
業

振
興
・
道
路
整
備
・
生
活
環

境
の
整
備
・
医
療
の
確
保
・

保
健
福
祉
・
教
育
の
振
興
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
町

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
・
定

住
促
進
対
策
事
業
・
産
業
振

興
事
業
・
工
場
設
置
奨
励
金

事
業
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
現
場

の
意
見
に
つ
い
て
は
、
町
政

懇
談
会
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
聞
い
て
い
く
。

③
防
災
関
連
事
業
に
重
点
を
お

き
、
避
難
路
・
避
難
階
段
及

び
避
難
広
場
の
設
計
に
取
り

組
み
、
早
期
に
発
注
で
き
る

も
の
か
ら
順
次
工
事
に
取
り

か
か
る
。
防
災
行
政
無
線
は

平
成
24
年
度
に
設
計
し
、
25

年
度
に
工
事
着
手
、
26
年
度

の
完
成
を
目
指
す
。

　

美
波
町
の
重
要
橋
梁
32
橋

に
つ
い
て
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
、
修
繕
度
が
高
い
橋

梁
２
か
所
の
設
計
及
び
工
事

を
行
う
。

　

ま
た
、
美
波
町
の
最
上
位

計
画
と
な
る
総
合
計
画
を
策

定
、
県
と
共
同
で
「
地
・
学
・

官
」
連
携
に
よ
る
地
域
振
興

モ
デ
ル
事
業
、
阿
南
市
と
の

定
住
自
立
圏
構
想
事
業
な
ど
、

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
基
本

と
し
て
「
選
択
と
集
中
」
に

よ
る
事
業
執
行
に
努
め
る
。

●
山
路
副
町
長

②
防
災
対
策
と
し
て
、
避
難
場

所
・
避
難
路
の
見
直
し
を
行

う
た
め
、
職
員
を
担
当
職
員

と
し
て
配
置
し
、
自
主
防
災

会
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

現
在
、
自
主
防
災
会
へ
の
津

波
浸
水
区
域
図
の
配
布
や
標

高
シ
ー
ル
の
表
示
に
つ
い
て

も
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

最
重
要
課
題
と
し
、
そ
の
後

情
報
収
集
を
し
な
が
ら
、
事

前
復
興
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

2
新
学
習
指
導
要
領
の
完

全
実
施
に
つ
い
て
十
分

に
対
応
で
き
て
い
る
か

こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
と

保
護
者
と
の
共
通
認
識
を

持
ち
、
連
携
を
深
め
、
課

題
解
消
を
図
り
た
い
。

答　　弁質　
問

　

新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実

施
は
、
小
学
校
で
は
昨
年
か
ら

既
に
行
わ
れ
、
中
学
校
で
は
本

年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

①
幼
稚
園
教
育
（
保
育
園
の
幼

児
コ
ー
ス
）
の
重
要
性
を
感

じ
る
が
、
現
況
は
ど
の
よ
う

な
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

②
学
校
現
場
の
み
な
ら
ず
、
家

庭
に
お
け
る
家
庭
学
習
の
習

慣
化
や
保
護
者
と
の
共
通
認

識
・
連
携
に
よ
っ
て
課
題
解

消
の
補
完
が
で
き
る
と
考
え

る
が
、
教
育
委
員
会
の
方
針

は
ど
う
か
。

答　
弁

●
寺
内
教
育
長

①
５
歳
児
の
教
育
は
、
時
計
を

活
用
し
時
間
を
基
準
と
し
た

生
活
を
さ
せ
る
・
連
絡
帳
を

使
用
し
て
家
庭
で
の
ク
イ
ズ

の
よ
う
な
宿
題
を
与
え
る
・

集
団
の
中
で
話
を
聞
か
せ
理

解
さ
せ
る
・
絵
本
作
り
を
経

験
さ
せ
て
、
字
を
書
い
た
り

読
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
興
味

を
持
た
せ
、
言
葉
を
引
き
出

す
、
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
遊
び
を
通
じ
て
学
ぶ

幼
児
期
の
教
育
か
ら
、
教
科

書
を
用
い
た
学
習
が
中
心
と

な
る
小
学
校
で
の
教
育
に
円

滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
連
携

し
て
取
り
組
み
た
い
。

②
学
校
か
ら
は
完
全
実
施
に
向

け
て
特
に
不
安
は
な
い
と
聞

い
て
い
た
が
、
現
在
、
学
習

内
容
が
増
え
て
難
し
く
な
り
、

子
ど
も
へ
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
た
・
授
業
内
容
を
十
分

に
理
解
で
き
て
い
な
い
児
童

が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
る
・

難
し
い
学
習
項
目
も
低
学
年

に
移
り
、
早
い
段
階
で
学
力

差
が
生
ま
れ
学
習
意
欲
が
下

が
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
る
、
と
い
う
意
見
な
ど

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

対
応
と
し
て
、
学
校
で
は

休
み
時
間
や
放
課
後
に
個
別

指
導
を
行
っ
た
り
、
宿
題
だ

け
で
は
追
い
つ
け
な
い
児
童
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に
は
朝
学
習
で
支
援
を
す
る

な
ど
し
て
学
習
補
充
に
努
め

て
い
る
。

　

家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る

た
め
、
学
習
の
手
引
き
を
各

家
庭
に
配
布
し
て
、
家
庭
学

習
の
方
法
や
時
間
等
に
つ
い

て
情
報
提
供
を
し
て
家
庭
と

の
連
携
に
も
努
め
て
い
る
。

現
在
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
は
特
別
な
手
立
て
等
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
の
状

況
に
よ
っ
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
。

舛田議員

1
旧
日
和
佐
老
人
ホ
ー
ム
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

（
※
１
）開
設
の
将
来
性
は

誘
致
を
促
進
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
地
元
雇
用

に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。

答　　弁質　
問

　

旧
日
和
佐
老
人
ホ
ー
ム
跡
地

を
利
用
し
、
都
市
と
の
文
化
的

地
域
間
交
流
を
促
進
し
、
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
に
平
成
23

年
４
月
か
ら
美
波
町
文
化
交
流

施
設
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
し
た

施
設
は
、
相
当
な
改
修
費
も
投

入
し
、
施
設
の
借
入
希
望
者
を

待
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
実

績
も
な
く
、
９
月
の
決
算
監
査

報
告
で
も
公
費
の
無
駄
遣
い
と

な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
指
摘

も
あ
る
。
平
成
24
年
２
月
に
都

内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
希

望
し
た
こ
と
が
、
一
部
メ
デ
ィ

ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
。沈
滞
し
た
美
波
町
の
産
業
・

商
業
等
に
と
っ
て
も
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
雇
用
を
含

め
地
域
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
伺

い
た
い
。
ま
た
、
町
と
し
て
誘

致
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
協

力
を
し
て
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ

に
つ
な
げ
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

旧
日
和
佐
老
人
ホ
ー
ム
は
、

平
成
21
年
３
月
に
徳
島
県
か
ら

無
償
譲
渡
を
受
け
、
美
波
町
文

化
交
流
施
設
と
し
て
施
設
の
一

部
を
改
修
し
、
文
化
創
作
活
動

の
拠
点
と
し
て
有
効
活
用
を
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
が
、

条
件
面
で
合
意
に
い
た
ら
ず
、

新
た
な
活
用
方
法
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
活
用
方
策
を
模
索

し
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
徳
島
県
が
進
め

る
限
界
集
落
の
活
性
化
を
図

る
「
と
く
し
ま
集
落
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
の
呼
び
か
け
に
、
㈱
サ
イ

フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
が
本
町
へ
進

出
の
意
向
を
示
さ
れ
た
。

　

㈱
サ
イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
は
、

平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
、
電
子

書
籍
の
著
作
権
保
護
や

知
的
財
産
の
漏
え
い
防

止
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
し
て
い
る
伸
び
盛
り

の
企
業
で
あ
り
、
ま
た

代
表
者
が
本
町
出
身
で

も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
設
を
お
受
け
し
た
。

町
と
し
て
は
、
㈱
サ
イ

フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
の
進

出
を
き
っ
か
け
に
、
高

速
情
報
通
信
基
盤
を
活

か
し
、
未
活
用
の
公
共

（
※
１
）サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
は
、
企
業
ま
た
は
団
体

の
本
拠
か
ら
離
れ
た
所
に
設

置
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と
。

（
※
２
）フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と

は
、
学
生
向
け
に
特
化
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）サ
イ
ト
。

（
※
３
）ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
、

ユ
ー
ザ
ー
同
士
が
情
報
を
交

換
（
送
受
信
）
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
メ

デ
ィ
ア
の
こ
と
。

施
設
や
空
家
な
ど
を
都
市
部
の

企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
情
報
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（
※
２
）
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
（
※
３
）
に
よ
り
発
信

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
た
な
形
で
の
人
の
誘
致
が

促
進
さ
れ
、
地
域
の
賑
わ
い
の

み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
ま
た
地
元
雇
用
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
よ
り

多
く
の
企
業
に
も
進
出
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　

経
緯
が
か
な
り
人
任
せ
の
よ

う
に
感
じ
る
。町
長
自
ら
、ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
出
向
く
、
積
極

性
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
町
の

体
質
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
か

伺
い
た
い
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

㈱
サ
イ
フ
ァ
ー
テ
ッ
ク
の
誘

致
に
よ
り
、
今
後
も
可
能
性
が

広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　

町
長
自
ら
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
は
今
回
は
や
っ
て
い
な
い
が
、

引
き
続
き
芸
術
関
係
ま
た
文
化

的
な
分
野
も
含
め
て
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

美波町文化交流施設
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山本議員

1
定
住
自
立
圏
構
想
の
進

捗
は

観
光
圏
の
情
報
事
業
等
23

項
目
に
つ
い
て
取
り
組
む
。

答　弁質　
問

①
平
成
24
年
度
か
ら
予
算
化
さ

れ
、
具
体
的
に
事
業
化
さ
れ

る
分
野
は
ど
の
項
目
か
。

②
「
竹
資
源
活
用
有
効
活
用
推

進
事
業
」
は
、
阿
南
市
と
那

賀
町
と
の
連
携
・
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
町
も

那
賀
町
と
な
に
か
の
形
で
事

業
化
を
模
索
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

③
医
療
分
野
で
の
「
電
子
カ
ル

テ
導
入
支
援
事
業
」
で
は
、

阿
南
市
と
の
医
療
連
携
に
お

い
て
、
阿
南
市
が
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
美
波
町
も
検

討
で
な
く
、
導
入
を
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
む

事
業
は
、
23
項
目
。
主
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
火
葬
場
、

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
海
洋
セ

ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ

ン
タ
ー
・
羽
ノ
浦
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
他
４
件
の
体

育
施
設
が
、
阿
南
市
と
の
相

互
利
用
と
な
る
。
医
療
で
は

医
師
確
保
に
む
け
た
情
報
発

信
事
業
、
保
育
所
の
広
域
入

所
事
業
、
図
書
館
の
蔵
書
充

実
事
業
、
観
光
圏
の
情
報
事

業
、
災
害
時
応
給
水
体
制
事

業
、
地
元
農
産
物
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
、
職
員
研
修
事
業
が

あ
る
。

②
阿
南
市
に
豊
富
に
あ
る
竹
資

源
活
用
を
目
指
し
て
お
り
、

那
賀
町
と
の
協
定
の
な
い
美

波
町
が
参
入
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
別
の
形
で
の
協
定

を
結
ぶ
な
ど
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
な
る
が
、
別
に
費
用

負
担
が
必
要
で
あ
り
、
今
は
、

ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

③
電
子
カ
ル
テ
は
、
他
の
科
と

診
察
の
情
報
共
有
で
連
携
し
、

医
薬
品
の
過
剰
投
与
・
投
与

集 会 所

ミ
ス
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
可

能
と
な
る
こ
と
、
紙
レ
セ
プ

ト
よ
り
管
理
場
所
が
少
な
く

て
す
む
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
し
か
し
導
入
費
用
が

高
額
で
あ
り
、
耐
用
年
数
も

5
年
程
度
と
短
く
現
段
階
で

は
難
し
い
。
今
後
医
療
体
制

が
整
え
ば
、
導
入
を
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

2
集
会
所
の
維
持
管
理

町
有
施
設
で
な
い
集
会
所

の
修
繕
に
つ
い
て
は
公
民

館
と
違
っ
た
形
の
助
成
方

法
を
検
討
し
た
い
。

答　　弁質　
問

①
地
域
の
集
会
所
等
の
施
設
は

町
内
何
ヶ
所
あ
る
の
か
。

②
築
後
20
年
余
り
の
集
会
所
が

多
く
あ
り
、
過
疎
高
齢
化
が

進
む
な
か
修
繕
等
も
含
め
て
、

維
持
管
理
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
災
害
時
の
地
域
防
災

拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
お
り
、
財
政
的
支
援

も
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

①
日
和
佐
地
区
の
実
行
組
単
位

で
利
用
さ
れ
て
い
る
集
会
所

は
25
施
設
。
町
の
条
例
で
の

公
の
施
設
と
な
っ
て
い
る
の

が
8
施
設
で
あ
り
、
17
施
設

に
つ
い
て
は
地
元
の
所
有
で

あ
っ
た
り
、
個
人
の
施
設
を

借
用
し
て
使
用
し
て
い
る
。

②
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
地
元

町
内
会
に
指
定
管
理
し
て
お

り
、
修
繕
に
つ
い
て
は
30
万

円
ま
で
は
地
元
負
担
、
そ
れ

を
超
え
た
場
合
は
町
が
工
事

発
注
し
、
地
元
負
担
と
し
て

30
万
円
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

町
有
施
設
で
な
い
借
り
て
い

る
集
会
所
等
に
つ
い
て
は
、

助
成
金
額
の
上
限
な
ど
も
含

め
公
民
館
と
違
っ
た
形
の
助

成
方
法
を
検
討
し
た
い
。
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向山議員

1
町
職
員
の
能
力
を
地
域

に
生
か
せ

一
住
民
と
し
て
の
活
動
を

支
援
し
た
い
。

答　弁質　
問

　

現
在
、
町
は
危
機
管
理
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
（
昨

年
の
８
月
）
以
降
、
町
内
の
各

地
区
に
担
当
職
員
を
配
置
し
、

三
連
動
地
震
に
対
し
て
防
災
対

策
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

今
後
防
災
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

制
度
を
定
着
、
発
展
さ
せ
職
員

の
能
力
を
地
域
に
生
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　
弁

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

旧
由
岐
町
で
取
り
組
ん
で
い

た
地
域
担
当
職
員
制
度
は
、
成

果
が
あ
っ
た
地
域
と
そ
う
で
な

い
地
域
が
あ
っ
た
。
経
常
的
な

職
員
の
配
置
は
考
え
て
お
ら

ず
、
今
回
は
、
緊
急
避
難
的
対

応
と
し
て
、
職
員
を
配
置
し
た

が
、
そ
の
成
果
は
得
ら
れ
て
い

る
。
役
場
職
員
も
住
民
の
一
人

で
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
地
域

に
関
わ
っ
て
お
り
、
職
員
と
し

て
も
公
平
な
立
場
で
各
地
域
と

共
に
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
、
そ
の
後
押

し
を
行
い
た
い
。
今
後
は
、
地

域
と
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

十
分
検
討
し
、
出
来
る
限
り
柔

軟
に
対
応
し
た
い
。

2
全
町
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
に
は

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

努
力
し
た
い
。

答　弁質　
問

　

平
成
18
年
３
月
に
日
和
佐
町

と
由
岐
町
が
合
併
し
て
６
年
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
高

規
格
道
路
の
開
通
に
よ
り
徐
々

に
一
つ
の
町
と
し
て
の
生
活
圏

域
も
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
未

だ
一
体
感
が
見
ら
れ
な
い
部
分

が
あ
る
。
そ
の
早
い
対
策
な
ど

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
ま
た
、

一
体
感
の
醸
成
に
は
商
工
会
の

役
割
は
大
き
な
も
の
と
思
う
。

商
工
会
に
お
い
て
は
、
日
和
佐

商
工
会
、
由
岐
商
工
会
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
活
動
を
し
て

い
る
が
、
商
工
会
の
合
併
に
つ

い
て
現
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況

下
に
あ
る
の
か
、
合
併
へ
の
働

き
か
け
は
出
来
な
い
も
の
か
伺

い
た
い
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

一
体
感
は
、
歴
史
・
風
土
や

文
化
な
ど
の
多
様
性
を
認
め
合

い
、
時
間
を
か
け
て
つ
く
ら
れ

て
行
く
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　

町
の
一
体
感
に
は
「
行
政
体

制
」
と
「
住
民
の
意
識
」
の
二

つ
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
行

政
体
制
で
は
、
職
員
の
意
識
を

は
じ
め
、
で
き
つ
つ
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
住
民
の
意
識
に
つ

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
等

関
係
に
つ
い
て
、
地
域
間
交
流

が
あ
る
町
民
は
、
一
体
感
の
醸

成
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
間
で
も
交

流
が
大
切
で
今
後
検
討
し
た
い
。

今
後
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
面

の
交
流
、
共
同
作
業
や
活
動
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
あ
り
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
防
災
に
関
す
る
活
動
や

連
携
は
一
体
感
の
醸
成
に
期
待

が
出
来
る
。
商
工
会
に
つ
い
て

は
、
合
併
は
し
て
い
な
い
も
の

の
、
相
互
の
連
携
や
応
援
は
出

来
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
商
工
会
の
合
併
を
望

ん
で
お
り
、
そ
の
協
議
の
た
め

の
予
算
も
若
干
組
ん
で
い
る
。

町職員とともに行う木岐奥防災会議
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北山議員

1
病
院
建
設
作
業
の
行
程

は
ど
う
な
る
の
か

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

集
約
後
、
報
告
す
る
。

答　弁質　
問

　

病
院
建
設
の
次
の
重
要
作
業

行
程
に
つ
い
て
、
日
程
と
責
任

者
を
聞
き
た
い
。

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
集

約
完
了

②
医
療
体
制
整
備
方
針
の
成
案

決
定

③
同
成
案
の
議
会
審
議
及
び
町

民
に
公
表

④
町
立
病
院
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
の
組
織
・
運
営
・
施
設

に
つ
い
て
町
民
と
の
認
識
共

有
⑤
同
病
院
及
び
同
セ
ン
タ
ー
の

設
計
の
共
通
認
識

⑥
同
じ
く
設
計
委
託

⑦
同
じ
く
設
計
完
了

⑧
着
工

答　
弁

●
影
治
町
長

　

３
月
19
日
締
め
切
り
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
以
後
の
細
か

い
日
程
に
つ
い
て
は
答
弁
で
き

な
い
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
集
約
が
終
わ
れ
ば
議
会
に

報
告
し
、
住
民
に
も
報
告
す

る
。
時
間
的
に
は
ま
だ
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
基
本
設
計
予
定

は
今
年
の
５
月
か
ら
10
月
の
間
、

実
施
設
計
に
つ
い
て
は
11
月

か
ら
25
年
６
月
位
が
目
途
で
あ

る
。
特
に
基
本
設
計
に
つ
い
て

は
、
医
療
関
係
者
・
住
民
等
に

も
入
っ
て
も
ら
い
、
た
た
き
台

を
作
り
実
施
設
計
に
仕
上
げ
て

い
く
。
責
任
者
は
長
で
あ
る
。

再
質
問

　

細
部
の
行
程
に
つ
い
て
は
今

後
早
急
に
詰
め
て
、
町
の
真
剣

さ
を
町
民
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
行
程
が
決
ま
れ
ば
、
町
・

議
会
・
町
民
全
て
が
理
解
と
協

力
で
き
る
と
思
う
が
、
町
の
見

解
は
。

答　
弁

●
影
治
町
長

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
集

約
が
出
来
た
ら
、
そ
の
後
の
行

程
も
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
思

う
。
そ
の
取
り
ま
と
め
が
出
来

た
ら
議
会
に
も
提
示
す
る
の
で

理
解
さ
れ
た
い
。

2
固
定
資
産
評
価
員
は
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る

の
か

固
定
資
産
評
価
員
一
人
で

の
評
価
は
不
可
能
な
の
で

町
職
員
が
適
正
に
評
価
に

努
め
る
。

答　　弁質　
問

　

平
成
21
年
９
月
に
固
定
資
産

評
価
員
を
設
置
し
て
か
ら
２
年

６
ヶ
月
、
町
は
そ
の
仕
事
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
評

価
員
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
き
た
か
。

答　
弁

●
丸
岡
税
務
課
長

　

固
定
資
産
の
評
価
に
つ
い
て

は
固
定
資
産
補
助
員
が
し
て
お

り
、
難
し
い
問
題
が
あ
れ
ば
県

や
固
定
資
産
評
価
員
に
相
談
し

て
適
正
な
評
価
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
無

け
れ
ば
評
価
調
書
に
つ
い
て
も

固
定
資
産
の
担
当
職
員
が
起
案

し
、
固
定
資
産
評
価
員
が
決
裁

し
て
い
る
。

再
質
問

　

基
本
的
に
今
の
答
弁
は
、「
固

定
資
産
評
価
員
は
殆
ど
仕
事
を

し
な
か
っ
た
」
と
解
釈
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
評
価
員
の
仕
事
は
、

地
方
税
法
４
０
８
条
に
よ
れ
ば

当
該
市
町
村
所
在
の
固
定
資
産

の
現
状
を
毎
年
少
な
く
と
も
１

回
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
と
評

価
調
査
書
の
作
成
で
あ
る
が
、

本
町
の
場
合
こ
の
２
年
間
何
を

し
て
き
た
の
か
と
い
う
の
が
質

問
で
あ
る
。

●
丸
岡
税
務
課
長

　

評
価
員
が
１
人
で
実
地
調
査

で
き
な
い
か
ら
、
補
助
員
が
実

務
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
一
筆
一
棟
ご
と
の
状
況
を

担
当
者
だ
け
で
確
実
に
実
地
調

査
す
る
の
は
物
理
的
に
不
可
能

に
近
い
。
ま
た
、
適
正
な
評
価

の
た
め
に
多
額
な
町
費
を
使
う

こ
と
も
出
来
な
い
。
価
格
を
決

定
す
る
側
の
町
職
員
が
常
に
細

心
の
注
意
を
払
い
適
正
な
価
格

が
で
き
る
よ
う
今
後
も
努
め
て

い
く
。

住 民 報 告 会
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　美波町が発足以来、懸案となっていた病院改革について、この度、町から整備方針（案）
が示されました｡ これは、美波町病院事業のあり方検討委員会が約１年をかけ検討し、提
出した答申を受け、町が示した素案に対して、住民説明会やパブリックコメントでのご意
見を受けた後、検討を加え整備方針案として出されたものです｡

《整備の概要》

○美波町立病院（仮称）
・病 床 数　　50床規模程度（一般病床）
・延べ床面積　　約 3,500 平方メートル
・主 な 機 能　　外来診療、入院、救急告示病院（現機能維持）、訪問診療、訪問看護
・立 地 場 所（基本的な考え方）　
津波浸水等の影響を受けない場所
救急搬送等を考慮した場所
災害時の拠点として活用可能で、アクセスに優れた場所
短期間で用地取得、造成が可能な場所
災害救急等によるドクターヘリの臨時離着陸場の利用が可能な場所

・建設候補地　　美波町田井（由岐ＩＣ付近の民有地、海抜約23メートル）

○美波町保健センター（仮称）
・病　床　数　　無床
・延べ床面積　　約1,200㎡（診療・検査施設700㎡、保健センター等500㎡）
・主 な 機 能（基本的な考え方）
保健医療が一体的、総合的、継続的に受けられ、防災面にも考慮したもの
《主な機能》　外来診療、訪問診療、訪問看護、保健センター、リハビリセンター等

・立 地 場 所（基本的な考え方）
津波で壊滅的な打撃を受けない場所
救急等によるドクターヘリの臨時離着陸場の確保が可能な場所
短期間で用地取得、造成が可能な場所

・建設候補地　美波町奥河内井ノ上（日和佐高校跡地）

　議会では全員協議会を開催しこの整備方針（案）の説明を受けましたが、今後は、示
された整備方針案に対し、議会の立場から美波町にふさわしい医療体制について、町の
将来性など総合的な観点から協議を重ねていくことにしています。

美波町医療体制整備方針（案）について



議会だより

17

◆ 美 波 町 議 会 議 員 役 員 名 簿 ◆
議　長　坂　口　　進　　　副議長　山　本　正　男

委　　員　　会 定数 委員長 副委員長 委　　　　員（順不同）

常
任
委
員
会

総 務 産 業 建 設 委 員 会 7 江本　　昇 舛田　邦人 川尻　竹藏・岩瀬　　公・永本善次郎
山本　正男

文 教 厚 生 委 員 会 7 向山　篤宏 丸龍　孝敏 影山　美雄・北山　朝彦・坂口　　進
寺下　博子・新開　悦博

議 会 運 営 委 員 会 7 寺下　博子 新開　悦博 江本　　昇・向山　篤宏・北山　朝彦
舛田　邦人・丸龍　孝敏

特
別
委
員
会

防 災 対 策 特 別 委 員 会 6 寺下　博子 舛田　邦人 新開　悦博・影山　美雄・向山　篤宏
川尻　竹藏

病 院 事 業 特 別 委 員 会 5 江本　　昇 新開　悦博 寺下　博子・山本　正男・影山　美雄
議 会 広 報 特 別 委 員 会 5 北山　朝彦 永本善次郎 山本　正男・寺下　博子・向山　篤宏
公 共 交 通 特 別 委 員 会 5 丸龍　孝敏 岩瀬　　公 坂口　　進・北山　朝彦・舛田　邦人

海部郡特別養護老人ホーム事務組合議員 （議長）坂口　　進
海部老人ホーム町村組合議員 （議長）坂口　　進
海部郡衛生処理事務組合議員 （議長）坂口　　進
海 部 消 防 組 合 議 会 議 員 （議長）坂口　　進
国民健康保険運営協議会委員 坂口　　進・向山　篤宏・丸龍　孝敏
議 会 選 出 監 査 委 員 川尻　竹藏
議 会 推 薦 に よ る 農 業 委 員 新開　悦博・岩瀬　　公

議　

長 

坂

口

　

進

　

去
る
５
月
22
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
美
波
町
議
長
職
の
大
役
を
お
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
共
に
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
の
付
託
を
受
け
た
議
会
と
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
考
え
、
町
発
展
の
為
、
そ
の
責
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長 

山

本

正

男

　

こ
の
度
、
副
議
長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
内
外
の
政
治
経
済
は
、
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
町
民

の
立
場
に
立
っ
て
町
政
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠

意
尽
く
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶



18

議会だより

印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

　2年前、新たなメンバーで議会改革・広報特別委員会はスタートしました。

　当時の議会だよりに、「開かれた議会を目ざして、委員一同努力してまいりたい」

と委員会を代表して書きましたが、2年を経た今、なすべき仕事を果たせたのか、

住民の皆さんに分かりやすい広報づくりが出来たのか反省する部分も多くありま

す。そのなかで、議会録画放送のインターネット配信の開始や議会だより報告会

を継続してきたことなど、開かれた議会につながる動きもありました。今後もこ

の歩みを止めることなく、住民の皆さんからのご意見もいただきながら、新たな

委員会構成になっても努力を重ねていければと思います。� 　（寺下博子）　

編集後記

水産物共同荷捌所（港町）

平成 24年４月 15日より、インターネットにて議会録画放送を配信開始しました。

美波町ホームページの美波町議会のサイトからご覧いただけます。

また、議会だより報告会については、新体制の委員とともに検討いたします。
お知らせ

議会だより第 23号の２ページにおいて、数値を誤って記載しました。

美波町人口（誤）8,725 →（正）7,765（平成 22年国勢調査）ここにお詫びし、訂正いたします。
お詫びと訂正

ひじきの養殖成功
!!

こんなに長く成長
しました。

１mあたり、平均
4.4㎏収穫。

● 議会改革・広報特別委員会 ● （お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630へ）
委員長：寺下　博子　　　副委員長：向山　篤宏　　　委　員：北山　朝彦・舛田　邦人・永本善次郎

（平成24年５月21日時点）


